
所属：パン工房わ・は・わ
ペンネーム：ＥＭＩ
タイトル：夏の仙台七夕

所属：わ・は・わ沖野
ペンネーム：ムーン
タイトル：アイスのいもあじ！

輪アート輪アート

みんなの輪で一緒に働きませんか！！

2024年4月、「わ・は・わ広瀬（就労継続支援B型/定員20名）」は新たに生活介護
事業（定員40名）を加え、新規オープン予定‼2023年度中に「わ・は・わ広瀬」
の隣接地（青葉区落合2丁目2-26）に新しく二階建て施設の建設を行います。

4月に向け、オープニングスタッフも募集いたします
（特に看護師〈正・准〉の資格をお持ちの方、大大大募集！）

「まずは見学から」も大歓迎です！お気軽にお問い合わせください。お待ちしております‼
最新の求人情報は当法人のホームページ（http://www.minnanowa.org/）
に掲載しております。ぜひご覧ください。
お問い合わせ：「みんなの輪本部」　TEL： 080-2205-1820(直通）
メール： honbu-ippan@minnanowa.org 　担当：仲野谷（ナカノヤ） 

所属：わ・は・わ大郷
ペンネーム：なるちゃん
タイトル：ひまわり

　2023年7月5日（水）、仙台中央食肉卸売市場に
て県内外から300頭分の枝肉が集まり開催されま

した『食肉市場業務開
始48周年記念枝肉共
進会』にて、ひなた農場
の枝肉が優秀賞を頂き
ました！！
　次回は名誉賞を目指
して頑張ります！！ 

　2023年5月26日に2023年度第1回理事会、2023年6月10日に2023年度
第2回理事会が行われた。主な議題と討議内容は以下の通り。
≪2023年度第1回理事会≫
●2022年度事業報告並びに2022年度収支決算報告等について、事務局
より説明がなされ承認された。
●定款及び規程類の改定について、事務局より説明がなされ承認され
た。
●理事、監事、評議員、顧問、第三者委員の選任について、事務局より説明
がなされ承認された。
●吉武理事長への退職功労金支給について、事務局より説明がなされ承
認された。
●2022年度に関する定時評議員会開催日、議案等について、事務局より
説明がなされ承認された。
≪2023年度第2回理事会≫
●理事長の退任に伴う新理事長選定について、話し合いの結果、仲野谷
仁理事が理事長に選定された。
●評議員選任・解任委員選任について、事務局より変更案の説明がなさ
れ承認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日頃より、沢山の方々に会費を頂戴いた
し、ありがとうございます。集まった会費は
新設の「グループホームあい」へ、施設整備
に役立てていただくよう200万円を寄付し
ました。
　今後とも社会福祉法人みんなの輪への
支援と「みんなの輪」後援会活動へのご協
力をよろしくお願いします。

～グループホームあいへ寄付を行いました～
理事会報告

グループホームあい

尾形　恭昭　一ノ瀬　博　齊藤　正美　　佐藤　英明　　
千田　利子　高橋　由紀　池田　みち子　小笠原　吉富　
近藤　茂　　佐藤　晃　　花塚　昭　　　日向　一郎　
片瀬　道　　向井原　宏　守屋　貴久恵　斎藤　滋　　　
鈴木　幸一　大河原　洋　村田　久子　　佐藤　貫太　　
海藤　平太　庄子　哲雄　伊藤　強　　　只野　芳夫
金山　昭　　菊田　達也　宇野　雄一　　高橋　智恵子
友田　祐一　内舘　昭子　國井　恵美子　久保　豊美　　
芳賀　晃　　熊谷　光子　飯野　慶一　　武内　京子
片岡　大晴　鈴木　良明　太田　正昭　　千田　由美子　
庄子　貴子　八百屋　元　吉武　洋子　　小野瀬　裕義
早川　光　　（有）ジョイファーム小田原　（株）ファーストフーズ　
空調技工株式会社　（株）ホリマン　東日本産業株式会社
（有）大郷グリーンファーマーズ　（株）朝日観光　（株）チクテック
（株）東北オフィスマシン　（有）石森自動車商会　株式会社タンポポ村
（有）グリーンネットワーク　平田産業有限会社　  有限会社ランカスター
税理士法人青木＆パートナーズ　ゆうあんどあい　（株）東北トクスイ
合同会社天童果実同志会　有限会社まるしょう　　　

5月1日から6月30日までの間に下記の方々からご協力いただきました。
ご協力、ありがとうございました。（敬称略）

～～～～後援会へのご協力ありがとうございます～～～～

優秀賞をいただきました！
あいあいファームわ・は・わ田尻

　皆さんこんにちは。わ・は・わ田尻です。梅雨が明け夏真っ盛りの今日この頃、豚にとっては1年で一番厳しい季節です。ひなた農場では、利用者さんと共に活性水散布・送風ダクトの設置に
勤しんでおります。さて今回は、種豚舎（以降ストール）のお話です。ストールでは主に、発情確認、採精、人工授精（以降AI）、妊娠鑑定、餌調整(妊娠前期、中期、後期)、ワクチン接種、分娩舎導
入を行います。豚はストールにて、AIから分娩舎に導入されるまでの期間約110日過ごします。分娩舎から離乳を経た（子育ての終わった）母豚はストールに移動してから４～５日で発情が来
ます。発情が近くなると挙動（落ち着きがない、やけに人に寄ってくる、雄をずっと見つめている等）や陰部の変化（赤く色づく、湿っている、膨らんでいる等）が見られます。発情確認は、甘いさ
さやきから始まります。その後、優しいふれあい（背中をさする、脇腹を膝で押して刺激等）、後に情熱的な発情確認（母豚の背中に跨がる、その状態で両脇腹を両脚で圧迫等）をしていきま
す。発情の判断基準は、許容（人が跨がってもびくともしない、耳をまっすぐ立てる等）が見られるかで判断します。
　ひなた農場では80～100頭/週、出荷します。母豚の分娩頭数は12～13頭、その内出荷できる頭数は9～10頭になるのでAIは8～10頭/週実施します。数値の上では簡単に見えますが100％
受胎するわけではありません。AIがうまくいかない場合は１０ヶ月後の出荷できる豚を確保するのが難しくなり、AIをしすぎた場合は各豚舎において強引に仔豚のスペースを設ける必要が
あります。特にAIしすぎた場合、各部署において大きな狂いが生じます。分娩舎では、授乳日数を短くし早期離乳を行い母子ともに大きな負荷を掛けることになります。授乳日数が短いと母豚

の子宮が回復する前にAIをせざる終えない状況になり、不受胎、分娩産子数の減少に陥ります。また仔豚は、消化器官が未熟のまま母乳から人工餌
への切り替えが行われ、離乳舎から肥育舎への子豚の移動も早い日齢で行わざるを得なくなり、体が丈夫になる前に移動し病気に立ち向かうことに
なります。肥育舎では出荷を早め若い豚を出荷せざる終えない状況になり、味、品質の落ちた状態で食卓に並ぶ事になります。つまりストールは各豚
舎の１０か月に及ぶ育成・出荷を見据え農場をコントロールする部署になります。『明日発情が来るだろうから明日AIを行えばいい』と考えて発情確
認を行うとAIのタイミングを逃し不受胎、産まれる子豚の数の減少を招きます。発情は来るのを待つのではなく、『人が来させないとAIできない』とい
う気持ちで取り組まなければなりません。次回は採精・妊娠鑑定にてお話します。

                                                                                                                                                                                                                                                                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいあいファームわ・は・わ田尻　管理者　大内　芳裕         岩井　卓也
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